
天

界

第
四
十
七
號

第
四
恕
　
大
正
十
三
年
十
二
月
號

ボ
ン
星
表
中
の
攣
光
星
の
歎
こ
型
式
分
布
に
つ
い
て

山同

本

一英

清子
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憂
光
星
は
毎
年
新
し
い
も
の
が
多
藪
登
見
さ
れ
る
。
帥
ち
↓
第
一
表
を
見
ら
れ
よ
。
此
の
表
の
第
一
段
は
毎
年
の
年
次
で
あ
り
、
第
二
段
は
其
の

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
年
度
に
北
天
上
に
承
認
せ
ら
れ
て
る
る
攣
光
星
の
総
撒
、
叉
、
第
三
段
は
南
天
上
に
承
認
せ
ら
れ
て
る
る
憂
光
星
の
総
撒
で
あ
る
パ
但
し
、
こ
Σ

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
へ

に
言
ふ
北
天
ミ
は
、
便
宜
上
。
天
の
北
極
か
ら
南
緯
二
＋
三
度
ま
で
に
わ
た
る
天
を
言
ひ
，
南
緯
二
十
三
度
か
ら
南
極
ま
で
は
南
天
ミ
い
ふ
。
叉
、

此
の
表
は
ド
イ
ツ
の
天
文
協
會
（
A
G
）
の
愛
光
星
表
か
ら
材
料
を
取
っ
た
か
ら
，
短
柱
み
の
A
G
會
の
雑
誌
に
載
ろ
憂
光
星
を
，
総
て
、
其
の
年
度
に

　
　
　

承
認
さ
れ
九
も
の
「
こ
す
る
。
叉
、
星
團
中
の
攣
光
星
は
藪
に
は
論
じ
な
い
。
）
葬
れ
で
見
て
も
分
る
通
り
，
一
九
〇
〇
年
即
ち
第
十
九
世
紀
の
最
終
の

年
に
知
ら
れ
て
み
る
攣
光
星
の
総
数
は
南
北
爾
天
を
合
し
て
三
百
六
十
星
で
あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
一
九
ニ
ニ
年
に
は
激
壇
し
て
二
千
二
百
三
十
五

星
－
こ
．
な
っ
て
み
る
。

　
ミ
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
ε
に
、
か
う
し
て
年
々
増
加
す
る
新
里
光
星
の
中
で
、
ボ
ン
星
表
に
記
載
さ
れ
て
る
る
星
を
さ
が
し
て
見
る
、
こ
、
一
九

一
〇
年
頃
ま
で
は
此
の
種
の
憂
光
星
も
可
な
り
藪
を
糾
し
た
け
れ
，
ご
、
其
の
後
は
在
々
の
聖
職
曾
孫
が
頓
に
減
じ
て
來
た
。
師
ち
第
一
表
の
中
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
段
に
は
、
毎
年
の
新
憂
光
星
の
中
か
ら
，
ボ
ン
星
表
の
星
の
撒
だ
け
を
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
登
見
の
撒
は
一
九
〇
七
年
に
最
も
多
く
て
、

八
十
五
星
を
算
し
た
け
れ
，
ご
、
其
の
後
，
大
し
て
振
は
す
、
近
年
は
＋
星
を
出
で
な
い
こ
ε
が
多
い
。

　
計
。
瀞
ン
星
表
ビ
匡
、
十
九
世
紀
の
中
頃
、
ド
イ
ソ
の
瀞
ン
大
土
幕
軍
墓
に
於
い
て
、
蜜
長
ア
ル
ゲ
ラ
ン
デ
ル
が
襯
測
及
び
作
製
し
糞
星
表
で
あ
っ
て
、
一
入
五
九
年
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第一

年
次

憂
光
星
総
数

北
天
動
天

一
九
〇
〇

一
九
〇
一

一
九
〇
二

一
九
〇
三

一
九
〇
四

一
九
〇
五

一
九
〇
六

一
九
〇
七

一
九
〇
八

一
九
〇
九

一
九
一
〇
．

一
九
＝

一
九
＝
一

一
九
＝
ご

三
二
六

三
五
八

三
七
三

四
Q
八

四
四
六

四
九
三

五
二
二

五
二
一

六
二
〇

六
七
七

七
四
九

入
六
四
・

九
六
二

九九九九九

七六五四三

；ニ一一〇
一・一 Z六四dr”）三三三

】
九
一
入
コ
ニ
○

一
九
一
九
一
三
三
三

一
九
二
〇
＝
三
七
七

一
九
二
一
；
四
四
三

一
九
二
一
三
四
八
二

七rヒ五五五五五五：五四四三三二ご二二ご二ご二一
五〇六五二ニニニニ四一一一・・七⊂）五四三一一一〇〇九三
三二五九三三三三三△七〇八一七六七四〇四三四四

瀞
ン
星
麦
中
の
新

憂
光
星　　　一　　　　 一一一一 l四　1六入Pt一ご一一　三

ご四三六六九入一七七七六七九四五九玉五三八一八

一一 �O三四五王四ニー一一一
1三八八○入．丞き．手七．量七四〇三室○○八箕七五1

or，

⑪五

〇口か

。二

δ電

。岬

0

醗一汐

π
。
g

翼
o
h

天
δ一一．L馬

tu

こ

れ
糞
天
の
調
査
硯
究
に
一
八
八
玉
年
か
ら
南
誉
ル
ド
バ
天
丈
嘉
の
ト
ー
ム
が
着
手
し
、

○
年
に
至
り
．
て
獲
表
さ
れ
れ
。
之
れ
が
コ
ル
ド
バ
星
響
極
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
表
ば

南
偽
縄
二
十
ご
一
度
か
ら
同
五
串
一
二
度
ま
で
の
、
十
等
星
噛
ま
で
の
網
甥
」
の
星
四
二
九
山
一
山
ハ
ニ
個
な
載
ぜ

て
る
ろ
。

ま
で
に
、
北
極
か
ら
南
緯
二
度
ま
で
の
天
球
上

に
於
い
て
、
九
等
牛
以
上
の
悉
く
の
星
の
位
置

電
光
度
亡
た
記
録
し
乳
も
の
で
あ
ろ
0
此
の
星

表
中
に
載
っ
て
み
ろ
星
の
総
数
匡
三
ご
四
一
九

入
個
で
あ
み
が
、
前
後
七
年
に
わ
糞
ろ
観
測
の

方
法
が
全
く
同
｝
の
手
法
を
二
っ
て
行
つ
六
の

で
あ
ろ
故
に
、
測
る
等
級
を
境
界
書
し
て
、
全

天
の
回
数
に
記
す
る
統
計
研
究
な
ご
か
す
う
に

は
非
常
に
大
切
な
星
表
で
あ
る
。

　
、
ア
ル
グ
ラ
ン
デ
ル
の
業
か
纏
い
で
、
次
の
蔓

長
シ
エ
ン
フ
エ
ル
ド
に
同
じ
瀞
ン
大
學
天
丈
肇

で
、
南
緯
二
度
か
ら
南
緯
二
十
三
度
ま
で
の
星

表
奄
完
成
し
カ
。
方
法
ば
前
の
も
の
霊
全
く
同

属
で
あ
る
。
此
の
中
に
に
一
三
四
八
三
二
個
の

星
が
記
録
さ
れ
て
み
る
。

　
ア
ル
ゲ
ラ
ン
デ
ル
電
シ
エ
ン
フ
エ
ル
ド
の
爾

星
表
ば
中
央
欧
羅
巴
で
見
え
る
全
天
の
星
存
記

錐
し
六
も
の
で
あ
ろ
が
、
荷
、
腰
羅
巴
で
見
え

な
い
南
方
の
天
が
礒
さ
れ
て
る
六
〇
此
の
残
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇

又
，
”
此
の
コ
ル
ド
バ
星
表
の
出
｛
米
る
前
に
、
同
じ
や
・
り
な
考
・
へ
か
ら
、
申
閑
長
の
誰
曇
望
｝
峯
天
丈
璽



の
ギ
〃
塞
長
に
興
野
術
軍
用
む
て
、
南
緯
十
八
度
か
ら
南
極
ま
で
の
、
十
等
牛
以
上
の
総
て
の
星
か
撮
影
し
、
カ
ブ
タ
イ
ン
が
掌
れ
な
整
理
し
て
、

嚢
表
し
れ
も
の
が
あ
る
ゆ
之
れ
が
ケ
ー
プ
爲
翼
星
表
ミ
稽
ぜ
ら
れ
ろ
も
の
で
載
ぜ
て
あ
る
星
の
数
に
　
　
　
個
で
あ
ろ
。

一
九
〇
三
年
に
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さ
て
、
ボ
ン
星
表
中
の
寵
愛
光
星
の
年
々
の
増
減
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
る
た
め
に
，
先
づ
、
第
一
表
の
第
四
段
に
あ
る
撒
の
互
ひ
に
隣
り
合
っ

て
み
る
三
つ
づ
・
の
藪
の
卒
均
を
取
っ
て
、
古
れ
を
表
の
第
五
段
に
載
せ
、
夏
に
、
又
此
等
の
李
均
値
を
圖
示
し
た
の
が
第
一
圖
で
あ
る
。
巡
れ
で

見
る
鳩
こ
、
、
ボ
ン
星
表
中
の
憂
光
星
が
近
年
飴
り
多
く
磯
見
さ
れ
す
、
さ
う
も
、
か
う
ん
て
見
九
¶
こ
こ
ろ
、
ボ
ン
星
表
に
載
る
程
の
、
帥
ち
十
等
ぐ
ら

ゐ
迄
の
星
の
中
で
攣
光
星
ε
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
今
日
ま
で
に
事
々
吾
入
が
襲
見
し
審
し
た
も
の
ら
し
く
思
は
れ
る
。

　
か
う
速
断
す
る
ぐ
』
、
非
難
す
ろ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
尤
も
新
劇
光
星
の
再
見
－
こ
い
ふ
こ
瑞
こ
は
、
今
日
ま
で
、
殆
ん
，
ご
皆
偶
然
に
行
は
れ
る

も
の
で
あ
ゆ
、
殊
に
近
年
に
新
嚢
見
の
振
は
な
い
の
は
歓
洲
大
戦
に
よ
っ
て
天
文
學
界
が
各
種
の
障
害
を
受
け
た
其
の
影
響
に
も
依
る
か
も
知
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
第
一
回
の
曲
線
だ
け
を
見
て
、
將
來
の
憶
見
藪
は
多
く
あ
．
る
ま
い
ざ
豫
言
す
る
の
は
、
添
柱
－
こ
言
へ
ば
同
病
で
あ
．
る
ξ
も
言
へ
や
う

そ
こ
は
、
批
評
者
各
自
の
見
込
み
「
こ
い
ふ
考
へ
も
混
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
誰
が
何
、
こ
言
っ
て
も
、
將
來
の
確
か
な
事
を
言
ひ
當
て
る
こ
ミ
は
困
難

に
違
ひ
な
い
σ
唯
、
自
分
は
第
一
圖
の
示
す
大
勢
を
見
て
、
弛
ミ
ひ
歓
臨
戦
箏
の
や
う
な
も
の
が
此
の
世
に
無
か
っ
た
一
こ
た
一
こ
こ
ろ
で
、
此
の
曲
線

の
性
質
を
全
然
愛
へ
て
了
う
や
う
な
事
は
將
來
に
も
有
る
ま
い
ミ
思
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
爾
、
此
の
文
の
主
意
は
愛
光
星
の
撒
其
の
も
の
を
論
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
う
　
　
カ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
よ
り
も
、
譲
れ
を
材
料
－
こ
し
た
或
る
種
の
続
計
的
研
究
の
結
果
に
輩
き
を
置
く
の
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の
批
詐
を
顧
み
す
、
第
｝
圖
の
大
勢
は
近

い
將
來
に
は
動
か
な
い
も
の
ミ
假
定
し
て
、
論
を
進
め
て
行
く
。

　
さ
て
、
一
九
二
二
年
度
に
承
認
さ
れ
て
る
る
全
攣
光
星
の
中
に
、
ボ
ン
星
表
中
の
星
が
七
百
十
五
個
あ
る
。
遮
れ
を
普
通
の
方
法
に
よ
っ
て
、
攣

光
星
の
冬
種
の
型
式
に
分
け
た
も
の
が
，
次
ぎ
の
第
二
表
の
前
牟
－
こ
な
っ
て
み
る
。
攣
光
星
の
型
式
は
長
週
期
、
不
規
則
、
セ
フ
ェ
ゥ
ス
の
デ
型
、

ア
ル
ゴ
ー
ル
型
、
及
び
琴
の
べ
型
の
五
種
ぐ
）
し
、
爾
其
の
外
に
型
式
未
知
・
こ
い
ふ
一
欄
を
設
け
九
。
第
二
表
の
第
二
行
は
，
七
百
十
五
星
の
中
で
葱

う
し
た
六
つ
の
欄
仁
割
り
振
ら
れ
た
其
れ
ぐ
の
星
撒
を
掲
げ
て
み
る
。

　
次
ぎ
の
第
三
行
は
、
此
の
七
百
＋
五
星
の
中
か
ら
未
知
の
百
四
十
四
星
を
細
い
九
残
り
五
百
七
十
一
ミ
い
ふ
星
数
を
上
肇
ざ
し
、
此
の
五
百
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
セ
ン
ト

一
に
封
ず
る
各
型
．
式
中
の
星
の
歎
の
比
例
を
取
っ
て
、
百
分
比
、
こ
し
て
記
入
し
た
。
例
へ
ば
、
長
期
攣
．
光
星
は
二
百
六
十
一
個
あ
る
が
、
之
．
れ
は
既

知
型
式
五
百
七
十
一
星
の
四
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
四
割
五
分
牛
〉
こ
な
っ
て
み
る
Q

　
顔
に
、
右
の
や
う
な
百
分
比
を
計
算
す
る
ま
で
の
、
始
め
か
ら
の
全
罷
の
手
藪
を
．
ア
ル
グ
ラ
ン
デ
ル
の
星
表
・
こ
シ
エ
ン
フ
エ
ル
ざ
の
星
表
ご
、

ロ
ー
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第

二

表

光
星
　
　
　
長
週
期

　
数

表星ンボ
コ
ル
ド
バ

星
　
　
表

七六1五四三二

　　五七
一四一。一
三三一五
七四

二
二
〇

＝
二
五

二
六
一

　
四
五
・
五

四
四
・
七

　
四
九
・
三

　
七
二

五
三
・
二

不
規
則

星ケ

　f
衷プ

九入

八
七 四

二
入

一二

�
E
二

九
六一

六
・
入

一
六
・
三

一
八
・
四

二
四一七

・
八

嚇
三

二
四
・
九

スセ
＿。フ
ザー＝

型ウ

「
〇
六

　
一
入
・
五

　
一
九
二

　
】
六
・
ご

入

九

蝕
！ア

plノル

型ゴ

攣
　
　
星

豪
座
べ
型

九
二一

山
？
○

一
七
・
0

一
四
・
七

二
五一入

・
五
．

　一　一　ノ、

五〇入
未
知
型
式

jレバ

　／

星1工

十
一十

三
五
二
八

五一
七
・
八

三
二
｝
コ

三
六
．
五
三
．
六

七
　
　
　
入

二
五
・
〇
　
　
二
八
・
王

五一
ヒ
・
八

一
四
四

（
二
〇
二
）

（
二
〇
。
入
）
“

（
一
八
・
六
） 蕊

　
　
「
に

三
㎜
四
七

三
．
四
」
（
三
五
．
○
）

五

D．

i．V

五
v

入
五

三

七

一
〇
．
重
（
二
〇
．
○
）

四

二
つ
に
付
い
て
別
々
に
や
っ
た
一
1
其

の
結
果
が
第
二
表
の
第
四
行
及
び
第
五

行
に
、
、
そ
れ
ム
＼
、
出
し
て
あ
る
。
例

へ
ば
、
ア
ル
ゲ
ラ
ン
デ
ル
星
表
の
天
（
南

緯
二
度
以
北
）
に
あ
る
不
規
測
憂
光
星

は
既
知
型
式
の
全
攣
光
星
（
同
じ
星
表

中
の
）
の
一
割
六
分
三
厘
に
當
り
、
叉

シ
エ
ン
フ
エ
ル
ド
星
表
の
星
に
つ
い
て

は
此
の
不
規
斗
星
の
割
が
↓
割
八
分
四

π
¶
し
な
っ
て
み
る
。

　
つ
い
で
に
、
既
知
型
式
の
星
鰍
に
封

ず
る
未
知
型
式
の
星
の
比
例
も
最
下
段

に
，
括
弧
を
附
し
て
並
べ
た
。

　
さ
て
、
こ
・
で
見
る
ξ
、
全
盟
哨
こ
し

て
使
用
し
て
み
る
星
の
数
は
僅
か
七
百

を
少
し
超
え
た
ば
か
り
の
も
の
で
あ
り

堪
れ
を
夏
に
撒
餌
の
型
式
に
分
け
た
り
し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
細
か
い
桁
ま
で
は
、
ミ
て
も
、
充
．
分
の
信
頼
が
出
來
な
い
や
う
な
貧
弱
な
星
数

で
あ
る
に
拘
ら
す
．
第
二
表
の
第
四
行
－
こ
第
五
行
ミ
に
現
は
れ
た
百
分
比
を
、
各
型
式
に
つ
い
て
、
左
右
そ
れ
ぐ
比
較
し
て
見
る
ざ
，
驚
く
ば
か

り
に
好
く
揃
っ
て
み
る
。
取
扱
っ
て
み
る
数
の
性
質
か
ら
言
へ
ば
、
も
つ
ミ
大
き
な
差
違
が
あ
っ
て
も
好
い
わ
け
で
あ
る
の
に
。
1
…
自
分
は
之
れ

を
偶
然
で
な
い
の
だ
ぐ
）
思
ふ
。
例
へ
ば
，
ア
ル
グ
ラ
ン
デ
ル
星
表
中
の
愛
光
星
に
は
約
四
割
五
分
の
長
週
期
星
が
あ
り
、
又
、
シ
エ
ン
フ
エ
ル
ド
星

表
中
に
は
同
様
に
四
割
九
分
の
長
週
期
星
が
あ
り
、
全
罷
，
こ
し
て
は
此
の
割
が
四
割
五
分
強
ぐ
〕
出
て
み
る
こ
一
こ
は
、
宇
宙
の
或
る
眞
理
を
表
は
し
て

み
る
一
こ
見
て
差
支
へ
な
い
ミ
思
ふ
の
で
あ
る
。
果
し
て
此
の
比
例
が
四
割
五
分
か
、
或
は
四
割
六
分
か
。
細
か
い
桁
は
決
定
出
來
な
い
ミ
し
て
も
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カ
　
も
　
も
　
う
　
へ

大
略
牟
敷
に
近
い
攣
光
星
が
長
週
期
の
も
の
で
あ
る
一
こ
は
、
言
ひ
切
っ
て
好
い
ε
思
は
れ
る
。
其
の
他
、
泊
掛
な
大
略
の
比
例
を
外
の
型
式
に
つ
い

て
も
言
へ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
す
る
¶
こ
、
こ
Σ
に
第
二
圖
の
や
う
な
も
の
を
書
い
て
見
る
こ
・
こ
が
出
由
る
。
穿
ち
、
圓
形
勢
髄
を
型
式
の
知
れ
て
み
る
愛
光
星
の
総
歎
、
こ
す
れ
ば

其
の
牟
ば
は
長
期
憂
光
星
で
あ
り
、
残
り
の
二
分
は
、
不
規
則
星
、
こ
、
セ
フ
エ
ウ
ス
の
デ
型
・
こ
、
蝕
憂
星
渚
琴
座
べ
型
ε
ア
ル
ゴ
ー
ル
型
「
こ
は
共
に

星
二
つ
の
星
の
蝕
に
よ
っ
て
愛
逸
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
括
す
る
）
¶
し
に
よ
っ
て
三
等
分
さ
れ
て
る
る
こ
「
こ
に
な
る
。

　
叉
、
型
式
未
知
の
愛
光
星
が
爾
星
表
共
に
二
割
内
外
あ
る
の
で
あ
る
が
。
之
れ
は
畢
寛
観
測
者
の
手
不
足
の
た
め
に
「
未
知
」
ミ
い
ふ
部
類
に
入
れ

ら
れ
て
み
る
に
過
ぎ
な
い
。
將
來
、
観
測
が
蓮
歩
す
れ
ば
、
蒸
れ
等
は
皆
其
の
痩
光
型
式
が
知
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
若
し
今
日
既
知
の
攣
光
星
の
割

合
が
根
本
的
に
間
違
つ
た
見
積
で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
、
此
の
二
割
の
未
知
星
の
牟
分
は
長
週
期
で
あ
り
、
．
あ
一
こ
の
七
分
は
デ
型
－
こ
不
規
則
型
ミ
蝕

型
ミ
に
三
等
分
さ
れ
る
も
の
一
こ
見
込
み
を
附
け
て
好
か
ろ
う
。

　
同
じ
や
う
な
計
算
を
、
コ
ル
ド
バ
星
表
に
つ
い
て
も
、
ケ
ー
プ
爲
眞
星
表
に
つ
い
て
も
、
や
っ
て
見
た
。
此
等
は
其
れ
・
く
第
二
表
の
第
六
、
七

行
及
び
第
八
、
九
行
に
掲
げ
て
あ
る
。
帥
ち
、
其
の
二
行
づ
、
の
中
、
始
め
の
行
に
は
星
撒
が
あ
り
、
次
の
行
に
は
百
分
比
が
あ
る
。
計
算
の
仕
方

ミ
、
表
の
作
り
方
は
ボ
ン
星
表
の
攣
光
星
の
場
合
ε
全
く
同
様
で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
藪
に
解
説
す
る
必
要
も
あ
ろ
ま
い
。

　
コ
ル
ド
バ
星
表
中
の
攣
光
星
愚
才
の
百
分
比
は
、
大
輔
に
於
い
て
、
ボ
ン
星
表
の
場
合
に
得
た
百
分
比
－
こ
好
く
似
て
み
る
。
只
、
セ
ブ
エ
ウ
ス
の

デ
型
に
属
す
ろ
愛
光
星
の
割
合
が
著
し
く
少
な
い
の
は
、
　
一
寸
、
人
の
注
意
を
惹
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
プ
星
表
の
部
で
は
、
憂
光
星
各
型
式
の
百
分
比
が
、
ボ
ン
星
表
の
場
合
ε
比
べ
て
、
鯨
り
好
く
↓
致

　
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
　
　
し
て
み
な
い
。
大
負
け
に
負
け
て
、
不
規
則
星
や
、
ア
ル
ゴ
ー
ル
星
や
琴
の
べ
星
の
百
分
比
は
、
先
づ
ノ
、

下
煮
型
讐
ボ
・
星
表
婁
・
の
・
れ
一
三
致
し
て
ゐ
・
寛
て
奏
か
嚢
な
疑
疲
れ
に
反
し
重

　
　
　
　
璽

長
野
顛
呈

週
期
星
は
著
し
く
比
例
が
少
な
い
し
、
又
、
デ
型
の
星
は
思
ひ
切
っ
て
大
き
い
藪
に
な
っ
て
み
る
。
か
う
し

た
不
揃
ひ
は
決
し
て
獣
過
す
る
こ
一
こ
が
出
席
な
い
。
し
か
し
、
又
，
一
方
か
ら
考
へ
て
見
れ
ば
、
コ
ル
ド
バ

星
表
の
場
合
で
も
、
ケ
ー
プ
星
表
の
場
合
で
も
、
共
に
、
未
だ
攣
光
型
式
の
知
ら
れ
て
み
な
い
星
が
頗
る
多

い
こ
ミ
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
．
何
ミ
言
っ
て
も
、
コ
ル
ド
バ
表
や
ケ
ー
プ
表
に
載
せ
で
あ
る
や
う

穴
南
天
の
程
々
は
↓
観
測
上
の
不
便
が
多
い
た
め
に
。
昔
し
か
ら
歓
米
の
諸
所
で
観
測
さ
れ
て
る
る
ボ
ン
表

五
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の
天
の
星
々
に
比
べ
て
，
研
究
が
渉
っ
て
み
な
い
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
ぐ
」
で
あ
る
Q
し
か
し
、
將
來
は
、
．
此
の
「
忘
れ
ら
れ
て
み
る
」
天
の
一
部
の

亭
々
に
つ
い
て
も
、
研
究
か
進
む
で
あ
ら
う
か
ら
、
年
一
年
S
、
此
等
の
未
知
型
式
が
既
知
型
式
中
の
何
れ
か
に
片
付
け
ら
れ
て
了
ふ
に
は
違
ひ
な

い
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
，
結
局
、
百
分
比
の
分
配
が
現
今
の
割
合
よ
わ
は
可
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
る
一
こ
豫
期
し
て
も
好
い
一
こ
思
は
れ
る
。

　
又
，
概
に
攣
光
星
、
こ
し
て
知
ら
れ
て
み
る
星
々
の
型
式
研
究
が
行
は
れ
る
こ
ε
ば
か
り
で
な
し
に
、
新
製
光
星
そ
の
も
の
Σ
嚢
見
が
南
天
に
於
い

て
は
、
將
來
も
伺
可
な
り
行
は
れ
る
餓
地
が
あ
る
の
で
あ
る
。
現
に
、
ケ
ー
プ
表
に
あ
る
翼
々
の
蓑
が
つ
て
み
る
天
の
廣
さ
は
、
コ
ル
ド
バ
表
の
天

や
、
又
、
シ
エ
ン
フ
ェ
ル
ド
表
の
天
の
廣
さ
に
比
べ
て
，
殆
ん
・
ご
二
倍
ほ
フ
こ
の
廣
さ
で
あ
る
に
か
・
は
ら
す
、
愛
光
星
ミ
知
ら
れ
て
み
る
も
の
・
歎

が
，
此
の
二
表
に
比
べ
て
頗
る
少
な
い
。
之
れ
で
見
て
も
、
ク
ー
プ
表
の
天
に
は
未
考
査
の
攣
光
星
が
非
常
に
多
い
筈
で
あ
る
。

　
今
、
ボ
ン
星
表
中
の
攣
光
星
が
殆
ん
さ
皆
嚢
見
し
審
さ
れ
た
ご
假
定
し
．
て
、
其
の
藪
を
、
．
第
二
表
に
嫁
つ
で
、
七
百
十
五
個
・
こ
し
て
見
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ち
　
　
へ

て
次
の
第
三
表
を
作
っ
て
見
る
。
此
の
表
は
全
然
推
算
表
で
あ
る
。
帥
ち
、
第
二
段
に
は
各
星
表
に
含
ま
れ
て
み
る
星
の
天
の
廣
さ
を
掲
げ
，
（
但
し

便
宜
上
，
早
船
罷
の
廣
さ
を
一
ξ
す
。
）
次
に
、
『
全
天
の
六
割
九
分
六
厘
を
占
め
て
み
る
ボ
ン
表
の
天
に
あ
る
憂
光
星
の
敷
が
七
百
十
五
個
で
あ
る

な
ら
ば
、
他
の
二
種
の
星
表
の
天
、
撃
ち
コ
ル
ド
バ
ε
ケ
ー
プ
ミ
の
星
表
の
天
に
は
幾
何
の
憂
光
星
が
存
在
し
て
然
る
べ
き
か
』
ε
い
ふ
比
例
算
上

の
藪
値
を
第
三
段
に
掲
げ
、
吹
で
，
各
市
の
星
歎
の
掌
分
を
長
期
攣
光
星
の
藪
に
割
り
振
り
、
残
り
牛
分
を
三
分
の
一
つ
・
に
し
て
、
他
の
三
種
の

憂
光
星
の
数
・
こ
見
楼
っ
て
見
た
の
で
あ
る
。
計
算
の
論
縁
ミ
愚
母
－
こ
が
全
く
皆
ボ
ン
星
表
か
ら
得
た
結
果
に
立
脚
し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
う

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

し
た
推
論
は
す
い
ぶ
ん
大
膿
で
あ
る
し
、
疑
は
し
い
一
こ
思
へ
ば
思
へ
な
い
こ
一
こ
も
無
い
の
だ
が
、
何
も
別
に
、
こ
・
で
精
密
な
撒
學
的
豫
言
を
す
る

ε
い
ふ
の
で
な
㌣
、
一
、
寸
、
大
髄
の
見
當
を
断
っ
て
見
る
ε
い
ふ
程
度
の
計
算
で
あ
る
か
ら
、
鰍
暴
は
許
し
て
貰
ひ
九
い
。

　
－
こ
に
か
く
此
の
第
三
表
．
を
眺
め
て
、
更
に
前
の
第
二
表
の
各
頁
の
重
字
ミ
比
較
し
て
見
る
こ
，
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
攣
光
星
総
鍬
か
ら

　　

@
星
髪
の
墜
縷
光
陸
梁
規
則
・
デ
型
募
星
見
炉
L
、
，
ル
ド
バ
下
中
の
攣
光
星
警
は
や
定
激

第
瀞
・
す
六
九
六
（
七
番
三
毛
」
＝
ー
コ
九
一
＝
九

三表

コ
ル
ド
バ

す
学
究
二
重
δ
三

ケ
　
ー
プ

三
旦

　
　
三
男

三
四

一
・
三
塁
三
五
六
［
一
七
入
一

五
九

丑

五
九

に
近
い
ま
で
に
隠
見
さ
れ
た
ミ
見
ら
れ
る
、
何
唱
こ
な

れ
ば
、
第
三
表
で
は
二
〇
四
個
を
要
求
し
て
み
る
の

に
、
第
二
表
の
立
際
で
は
既
に
二
二
〇
個
が
登
見
さ

れ
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
る
に
、
前
に
も
述

べ
た
通
．
り
、
ケ
T
プ
表
の
天
で
は
三
百
五
六
十
個
ほ
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さ
の
憂
光
星
が
あ
っ
て
好
い
筈
で
あ
る
の
に
、
實
際
は
一
百
三
十
四
個
し
た
登
見
さ
れ
て
る
な
い
。
師
ち
、
牛
藪
以
上
は
未
次
善
の
ま
Σ
に
な
っ
て

み
る
。
次
に
，
各
型
式
の
憂
光
星
撒
に
つ
い
て
は
、
何
れ
も
未
だ
推
定
数
に
達
し
て
み
な
い
こ
一
こ
は
、
爾
表
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
殊

に
、
コ
ル
ド
バ
雪
中
の
セ
フ
ェ
ウ
ス
の
デ
型
星
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
ケ
ー
プ
表
中
の
比
較
的
多
い
セ
ブ
エ
ウ
ス
の
デ
型
星
で
す
ら
、
推
算
の
五
十
九

個
に
比
べ
て
見
る
ぐ
」
，
遙
か
に
小
さ
い
。
此
等
は
皆
將
來
の
鶴
測
家
の
努
力
を
促
が
す
も
の
で
あ
る
。

　
ほ
“
十
等
級
の
星
ま
で
の
攣
光
星
の
三
期
分
が
長
週
期
に
嵩
し
、
あ
ざ
の
牛
分
が
不
規
則
ε
デ
型
ε
蝕
叢
生
ε
に
ヨ
等
分
さ
れ
て
る
る
一
こ
い
ふ
事

實
は
、
一
子
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
。
之
れ
は
容
．
易
に
解
け
な
い
難
問
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
之
れ
、
大
き
く
見
て
は
宇

宙
構
造
上
の
，
叉
、
小
さ
く
見
て
も
、
攣
光
星
物
理
岩
上
の
何
等
の
重
要
な
眞
理
を
暗
示
し
て
み
る
事
實
に
は
蓮
ひ
な
い
。

註
、
詳
し
く
言
へ
ば
、
ボ
ン
亡
、
づ
ル
ド
バ
ビ
、
ケ
ー
プ
ぜ
、
此
三
つ
の
星
表
の
中
に
記
さ
れ
て
み
ろ
星
の
等
級
の
尺
度
に
決
し
て
一
致
し
乳
も
の
で
な
い
。
故
に
、

　
箪
に
入
等
星
ぐ
」
言
っ
て
も
、
ボ
ン
表
の
八
等
ご
つ
ル
ド
バ
表
や
ケ
ー
プ
表
の
八
等
ビ
ば
皆
御
互
ひ
に
少
し
づ
・
蓮
っ
て
み
ろ
の
で
あ
ろ
。
だ
か
ら
、
此
の
方
露
か
ら

　
見
て
も
、
右
の
焦
り
の
表
に
決
し
天
精
密
な
数
な
信
頼
し
過
ぎ
て
に
な
ら
旧
い
。
く
れ
ぐ
も
、
目
的
ほ
ご
く
大
ざ
つ
ば
な
推
算
で
あ
る
に
止
ま
る
、

　
　
コ
ル
ド
バ
表
意
の
既
知
攣
光
星
数
が
推
算
数
な
超
過
し
て
み
ろ
こ
亡
も
、
や
に
り
、
か
う
し
療
注
意
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
、
何
ミ
な
れ
ば
、
光
度
の
ス
ル
ー

　
ル
が
合
っ
て
み
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
又
、
瀞
ン
の
ア
シ
ゲ
ラ
ン
デ
ル
表
は
九
等
牛
ま
で
の
星
た
記
す
う
に
止
ま
っ
て
み
う
け
れ
ご
、
コ
ル
ド
バ
表
に
＋
等
級
ま
で

　
潜
含
ん
で
み
ろ
事
實
も
あ
る
の
だ
か
ら
。

　
此
の
研
究
の
序
で
に
，
（
早
り
重
要
な
も
の
で
は
な
い
が
、
）
肉
眼
で
見
え
る
攣
光
星
の
統
計
や
分
類
を
や
っ
て
見
た
。
肉
眼
星
ε
言
っ
て
も
、
こ

へ
に
は
決
し
て
面
倒
な
手
間
を
か
け
九
の
で
は
な
い
。
た
“
、
今
日
ま
で
に
知
ら
れ
て
み
る
攣
光
星
の
中
で
R
－
こ
か
s
．
こ
か
の
ア
ル
ゲ
ラ
デ
ル
式
の

名
で
呼
ば
れ
な
い
も
の
、
帥
ち
バ
イ
エ
ル
の
命
名
に
よ
っ
て
今
も
筒
α
β
γ
等
ご
呼
ば
れ
る
も
の
ε
、
フ
ラ
ム
ス
チ
ー
ド
の
命
名
に
よ
っ
て
a
b

c
な
魯
嘘
呼
ば
れ
る
愛
光
星
だ
け
を
藪
へ
上
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。
二
等
を
ご
粘
し
て
、
第
二
表
の
第
十
、
・
十
～
行
に
掲
げ
た
。
此
の
種
の
星
は
総
計

三
＋
五
個
。
皆
何
れ
も
肉
眼
で
見
え
る
程
度
の
明
る
い
星
で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
其
の
攣
光
型
式
の
未
定
の
も
の
が
七
個
あ
る
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
叉
、
之
等
の
三
十
五
眼
中
の
既
知
型
の
も
の
を
其
れ
ん
、
の
部
類
に
分
け
て
、
前
・
こ
同
様
に
百
分
比
を
取
っ
た
り
し
て
見
た
が
、
結
果
は
攣

な
も
の
に
な
っ
た
。
慈
愛
藩
中
の
琴
の
べ
型
の
百
分
比
が
大
き
い
の
は
元
の
数
が
留
り
頼
り
に
な
ら
な
い
程
少
嶽
な
の
で
不
安
な
氣
も
す
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
、
尽
れ
を
ア
ル
ゴ
ー
ル
型
－
こ
合
併
し
、
更
に
、
不
規
則
星
や
デ
型
星
ご
官
立
さ
せ
て
見
る
ご
、
三
つ
が
略
々
近
い
比
例
に
な
っ
て
み
る
の

が
面
白
い
。
し
か
る
に
、
長
週
期
星
が
非
常
に
少
な
い
割
合
な
の
は
何
う
し
た
こ
ε
か
。
一
1
之
等
に
つ
い
て
も
何
等
の
理
由
が
無
い
こ
ミ
は
あ
る

七
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ま
い
が
、
今
は
差
し
ひ
か
へ
て
置
か
う
。
只
一
つ
、
注
意
し
た
い
こ
一
こ
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
バ
イ
エ
ル
毒
中
に
ア
ル
ゴ
ー
ル
星
に
比
べ
て
琴

座
べ
星
の
多
い
こ
、
こ
で
あ
る
が
、
之
れ
畢
寛
す
る
に
、
バ
イ
エ
ル
星
の
や
う
な
、
光
度
が
大
き
い
た
め
に
、
観
測
が
容
易
に
、
叉
、
立
派
に
行
は
れ

る
星
で
あ
る
ざ
、
一
般
に
ア
ル
ゴ
ー
ル
型
に
入
れ
ら
れ
る
星
の
中
に
も
、
實
は
琴
の
べ
型
が
直
な
の
多
い
こ
一
こ
を
示
し
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

　
以
上
。

　
右
は
、
一
九
二
四
年
五
月
三
十
↓
日
の
午
後
、
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
リ
ョ
ー
ク
女
子
は
大
意
天
丈
肇
に
開
か
れ
た
A
A
V
S
O
漏
斗
會
席
上
で
　
簑
表
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
計
算
は
約
圃
年
前
の
一
九
二
三
年
三
、
四
月
頃
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
墓
に
於
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
考
へ
は
扁
清
の
も
の

で
あ
り
、
實
計
算
は
主
に
英
子
が
や
っ
た
。
（
日
九
二
四
年
七
月
十
七
日
、
ハ
ー
バ
…
ド
大
學
天
文
毫
に
て
）

寒

星

星

見

小

路

　
黄
落
頻
り
の
季
で
あ
る
。
や
が
て
は
木
枯
も
吹
き
荒
さ
ま
う
。
が
此
の
頃
の
寒
天
は
叉
一
し
ほ
の
趣
で
あ
る
。

　
晴
れ
た
夜
の
深
夏
，
凛
烈
の
牛
梁
を
つ
い
て
戸
外
に
立
て
。
寒
星
、
正
に
満
天
の
氷
花
。
蒼
宵
愈
て
澄
に
で
、
星
の
彼
方
に
更

に
虚
室
あ
り
。
虚
室
翼
々
遠
く
、
更
に
星
あ
り
。
彌
々
、
遠
く
畳
々
幽
に
、
然
も
理
学
鮮
か
に
閃
め
く
は
、
寒
星
で
あ
る
。

齋
籐
茂
吉
博
士
の
歌
に

　
　
　
　
　
室
見
れ
ば
あ
ま
た
星
居
り

　
　
　
　
　
　
然
れ
，
こ
も

　
　
　
　
　
彌
々
湛
く
光
り
つ
・
見
ゆ

ε
詠
め
る
、
深
遠
に
し
て
雄
肚
、
寒
星
に
最
も
ふ
さ
は
し
い
檬
で
あ
る
。

　
寒
星
は
藝
術
よ
り
も
寧
ろ
哲
學
で
あ
る
。
（
一
九
二
三
、
一
一
、
一
…
）


